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辺で安全に活動できる知識や技能を
身に付けるための水辺の安全教室を

町内５校の小学校で開催しました。児童た
ちは服を着たままプールに入り、ビニール
袋やランドセルなど身近にあるものを使っ
て浮かび長時間救助を待つ方法や、ペット
ボトルとロープを使った救助方法などを教
わりました。子どもたちは、水の中での衣
服の重さや動きにくさに驚きながらも、水
難時に助かる方法を真剣に学んでいまし
た。

水

水辺の安全教室を開催
水の事故ゼロを目指して７月
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中

防団朝上分団第２班に新型の消防ポン
プ自動車が導入され、菰野町消防署で

引き渡し式が行われました。車両は 22 年ぶ
りの更新となり、引き渡し式では、新しい消
防ポンプ自動車の鍵が町長から服

はっ
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とり
卓
たく
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み

消防
団長へ、さらに伊

い
藤
とう

真
しん

也
や

分団長へ引き渡され
ました。

消

朝上分団第２班消防車両更新
22 年ぶりに車両を更新
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鉄名古屋駅～湯の山温泉駅間で観光
列車つどいを運行しました。今年は

車内で夏祭りの雰囲気を味わいながら謎解
きを楽しめる「夏祭り列車」と乗車中に生
ビールが飲み放題の「夕涼み生ビール列車」
を運行しました。参加者は車内で菰野町
の 特 産 品 を 味
わ っ た り、 ア
ト ラ ク シ ョ ン
に 取 り 組 み な
が ら 電 車 で の
旅 を 楽 し ん で
いました。

近

観光列車つどいを運行
夏祭り気分を味わいながら湯の山へ
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どもたちの芸事の発表の場として第
36 回コボンタフェスティバルを町民

センターで開催しました。今回は全５団体
の約 120 名が出演し、ス
テージに登場した子どもた
ちは、満員となった会場で
太鼓やダンス、少林寺拳法、
吹奏楽など日頃の練習の成
果を披露しました。

子

コボンタフェスティバル
子どもたちが日頃の成果を発表
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内在住のダンサー「A
ア ロ ー
RROW」さん

プロデュースによるダンスイベント
「K

コ モ ノ
OMONO D

ダ ン ス
ANCE V

ヴ ィ ジ ョ ン
ISION」を町民セ

ンターホールで開催し、さまざまな年代が
ダンスを披露しました。今回は「三重高校
ダンス部（S

シ リ ア ス
ERIOUS F

フ レ ー バ ー
LAVOR）」をゲス

トダンサーとし
て迎え、満席と
なった会場は熱
狂の渦に包まれ
ていました。

町

KOMONO DANCE VISION
レベルの高いダンスに会場が沸く
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新人権擁護委員 木城喜久一さん
人権擁護委員を委嘱

権 擁 護 委 員 と
し て 木

き
城
しろ

喜
き

久
く

一
いち

さん（潤田）が法
務大臣から委嘱され
ました。人権擁護委
員は人権尊重思想の
普及や地域での人権
問題解決に向けて相
談に乗ったり、支援

したりすることを主な活動とするボラン
ティアで、町では現在７人の委員にお世話
になっています。

人

木城喜久一さん
潤田

48 回三重県道場少年剣道大会で小
学生の部は上位 16 チーム、中学生

の部は上位 13 チームに入り、東京都の日
本武道館で開催される第 59 回全国道場少
年剣道大会に出場する菰野嶺
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口
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や
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６年）、宰
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川
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志
し

さん（鵜川原小５年）、向
むか

井
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廉
れん

太
た

郎
ろう

さん（菰野中３年）、中
なか

村
むら

光
こう

星
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さ
ん（同３年）、蔵

くら
元
もと

重
かず

槻
き

さん（鈴鹿中３年）
が町長を訪問しました。町長は「けがなく
精一杯頑張ってきてください」と激励しま
した。

第

剣道で全国大会出場
県内で優秀な成績を残し、全国へ

日

月
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国青年招致事業（JET プログラム）
により、菰野町で外国語指導助手

（ALT）を務めたウェリング・モリー・キャ
サリンさんが退任しました。モリーさんは
２年間、学校での英語指導や国際交流事業
などで町内の子どもたちの語学学習に携わ
りました。また、日本と母国であるイギリ
スとの友好関係の推進を図る「JET 絆大使」
に総務大臣から任命され、町長から任命書
を受け取りました。

外

ALT モリーさんが退任
２年間お世話になりました７月
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